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福島県立川口高等学校 校報 

Ｎｏ，６ 平成２８年 ９月 ７日 

 

福島県大沼郡金山町大字川口 

字蛇沢２４３４－２ 

Tel ０２４１－５４－２１５４ 

お点前を披露する茶華道班 

 

 ８月６日（土）～７日（日）、金山町最大のイベン

ト『沼沢湖水まつり』が開催されました。本校の生

徒は２日目に、ボランティアスタッフとして全員が

参加しました。メインイベントでもある大蛇退治を

はじめ、カヌー、魚つかみ、ツリークライミングな

どのお手伝いや、受付、会場美化、さらには茶華道

班によるお点前披露など、猛暑の中でも、金山町の
方への感謝の気持ちを込めて、笑顔で頑張りました。 

 平成２３年７月の新潟・福島豪雨災害で損壊した、只見川の桟橋が５年ぶりに復活しました。８月１日
（月）、現地で完成セレモニーが行われました。ボート部は豪雨被害以降、平日は学校で体力づくりや基礎練習、

週末は１時間以上かけて、喜多方市高郷町の県営荻野漕艇場に通って練習していました。初めて只見川でボー

トを漕いだ部員は、『川から見る景色に感動した』と、地元で練習できる喜びをかみしめました。 

暑さに負けず笑顔！！ 凛々しい姿がカッコいい… 

大蛇退治を終えたいかだ隊 

ボートを運ぶ男子部員 はじめての只見川での乗艇 只見川をバックに良い顔 
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７月２２日（金）～２３日（日）、只見高校において、川口・只見高校の進学希望者を対象に学習会が開催

されました。覆面やマントを身につけた姿と、巧みな熱いトークで数学の世界へ導いてくれた数理哲人先生。

テンポの良い関西弁で、英語の勉強の仕方を教えてくれた灘高校のキムタツこと木村達哉先生。さらに、進

路講話をして下さった前川直哉先生含め、３名の先生方による講義は、刺激ある貴重な時間となりました。 

 ７月２５日（月）、中学生向けの体験入学が行われ、８０名以上の方が来校されました。生徒体験発表、

課外授業参観、部活動見学、寮の説明会など盛り沢山の一日でした。また、体験授業では長島校長先生によ

る石器作りの実演を混じえた考古学の授業と、かねやまホームの若林豪さんによる福祉の授業が行われまし

た。『学校がとてもきれいだった』、『部活動も授業も力に合った対応をしてくれる』などの感想を頂きました。 

 ７月３０日（土）、三島町の町民センターで『奥会津オープンセミナー』が開催されました。海外の大学生

との交流を通して、グローバルな視点を育む貴重な機会となりました。本校から参加した３年生３人は、『奥

会津地域が抱える課題』をテーマに、英語で発表し、達成感を感じていました。当日は、『バカヤンキー』

の著者、鈴木琢也さんによる講話もあり、海外進学を選択肢の一つに考えてほしいなどのお話を聞きました。   

謎の覆面（?）の数理哲人先生 灘高のカリスマ木村達哉先生 進路講話をする前川直哉先生 

手品を交えたユニークな発表 

 

校長先生による考古学の授業 

 

若林豪さんによる福祉の授業 

会場に到着。ドキドキ…。 海外の学生に向け、名刺作成 練習を重ねた英語での発表 


